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は じ め に
本書は、「関西大学博物館自己点検・評価報告書」の2011（平成23）年度～2013（平成25）年
度の報告である。今回からは自己点検評価期間を大学法人の評価期間に整合させた。この報告書
を取り纏められた自己点検・評価委員会の米田文孝委員長及び長谷洋一副委員長、委員諸氏にそ
の労を謝したい。
これまでの自己点検・評価報告では、関西大学博物館の設立にいたる経緯、収蔵資料の特徴を
示し、関西大学博物館の理念と目的を明らかにすることを報告の主眼とし、さらに施設の充実と
今後の展望と課題の幾つかを明示していただいている。
これらの報告を受けて、今回の第 9回報告では、大学全体での博物館のあるべき姿と取り組み
について深く検討いただき、さらに外部評価や統一的な自己点検・評価方法に対応した評価を行
って頂けたと考える。
自己点検・評価報告書の要諦は、情報公開の下で実態の公表が行われ、各構成員・機構の自己
点検を可能にすることであり、提示された点検・評価と提言をすべての構成員が再検討し、合意
を形成できる場合には、その自己点検・評価に即した改善や改革への方策がとられることになる
ことである。今回の報告書が、その出発点となることを、心から期待するところである。
 平成27年 3 月31日
 関西大学博物館長
 薮　田　　　貫
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 平成27年 3 月 2 日
関西大学博物館
館長　薮　田　　　貫　殿
関西大学博物館
自己点検・評価委員会
委員長　　米 田　文 孝
関西大学自己点検・評価に基づく調査報告書（平成23～25年度）の提出について
当委員会は、関西大学博物館自己点検・評価委員会規定（平成 8年 1月26日制定）の定めると
ころにより、自己点検・評価を行いましたので、ここにその結果をご報告申し上げます。
当委員会は、平成24年 4 月に開催された自己点検・評価委員会で発足しました。関西大学博物
館自己点検・評価委員会規定（平成 8年 1月26日制定）第 3条、第 4条、 第 5 条の定めるところ
により、米田文孝・長谷洋一・熊　博毅・山口卓也・石立弥生子委員の任命が承認されました。
併せて、委員の互選により米田文孝委員が委員長に選出され、副委員長は規約に則して委員の中
から委員長が長谷委員を指名し承認されました。
当委員会は、関西大学博物館自己点検・評価委員会規定 8条の定めるところにより自己点検・
評価を行い、その結果を報告書に取り纏めて館長に提出することになっておりますので、規定 7
条に掲げる事項について自己点検・評価を行いました。ここに、その結果をご報告申し上げます。
平成23年度から平成25年度の関西大学博物館自己点検・評価委員会の構成及び任期は、以下の
通りです。
　関西大学博物館自己点検・評価委員会委員（平成26～27年度）
　　委 員 長　米田　文孝（規程第 3条第 1項第 1号に規定する委員）
　　副委員長　長谷　洋一（規程第 3条第 1項第 1号に規定する委員）
　　委　　員　熊　　博毅（規程第 3条第 1項第 2号に規定する委員）
　　　　　　　山口　卓也（規程第 3条第 1項第 3号に規定する委員）
　　　　　　　石立弥生子（規程第 3条第 1項第 3号に規定する委員）
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点検と評価
本学の博物館は1994年に「博物館法」による博物館相当施設として開館され、わが国の大学博
物館では全国有数の規模を誇っている。ユネスコの中に組織された国際博物館会議（ICOM）に
規定される理念と、日本国内法である「博物館法」第 2条に規定される目的に準拠して運営して
いる。具体的には「博物館規程」第 2条に理念・目的が明記され、これらを達成するために多彩
な教育研究活動や普及活動等を精力的に展開・推進している。関西大学博物館は、昭和29年、末
永雅雄教授により設置された考古学資料室を前身として、考古学や歴史学、美術史を中心とした
展示を行う博物館に発展した。
博物館は、千里山キャンパス内の簡文館（旧図書館本館、登録有形文化財）と、文部科学省「私
立大学学術研究高度化推進事業」の採択を契機に建設された増築棟に設置されている（総面積
1816.28m2）。付帯施設として、高松塚古墳壁画再現展示室が設置される。博物館の管理運営は「規
程」に従い、博物館運営委員会によって行われている。自己点検・評価委員会も設けられており、
今まで 2年、今回は 3年で自己点検・評価報告書を作成している。博物館は、多様な史資料・図
書等の収集、整理、保管、展示および調査研究活動を行い、大学における教育および研究の発展
のために寄与することを目的として設置している。この目的にしたがい、各種の講座や講演会の
開催など、社会の今日的な要請に対応した社会連携・貢献活動を行っている。
博物館は、大学の中に設けられた公開施設として、展示施設を入館料無料で広く学内外に公開
している。展示施設の改良と充実により、回数を増やして企画展や特別展、各種講座を開催する
ことなどにより、1994年の開館以来入館者数が着実に増加し、とくに今回の自己点検評価対象期
間での増加が大きい（2013年度開館日数は107日、入館者数は7,019名）。
定期刊行物として『博物館紀要』を年 1回、彙報として『阡陵』を年 2回発行しているが、教
職員のみならず担当教員の指導のもと、次代を担う院生等にも積極的に発表の機会を与えている。
あわせて、企画展に合わせた公開講座や講演会、ミュージアム講座を定期的に開催している。そ
の他、博物館収蔵品の 3 D撮影や学術リポジトリへの掲載、バーチャルミュージアム、博物館
HPの改訂等を行っている。
博物館では、博物館実習や考古学実習の履修生等を受け入れている（2013年度49人）。博物館
実習展49）は本学博物館学課程の特色を示すものとして学外的にも高く評価され、マスコミで紹介
されることもあり、近隣住民を中心に一般の参観者も多い。さらに、実習展図録が専門研究者の
資料として採用されるほど充実した内容に到達した事例もあり、その教育効果は多大である。そ
の他、企画展・特別展や収蔵品が授業や大学院の専門演習などに利用される機会も多く、多様な
形態で大学教育研究に活用されている。
博物館が収蔵する史資料の中心は、富民協会農業博物館から本学に移管された考古資料を主体
とした登録有形文化財（考古）本山コレクションである。その後、考古学研究室による発掘調査
で得られた資料や購入資料、寄贈資料などを加えた、多彩な史資料で構成されている（収蔵資料
総数は40,431点）。これらの博物館収蔵の史資料は博物館運営委員会の承認を得て、博物館をは
じめとした展示会に対する館外貸し出しも積極的に行っている（2013年度貸出件数は12件77点）。
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また、重要文化財16点を含む貴重な考古資料である本山コレクションが、「登録有形文化財（美
術工芸品部門考古資料の部）」に登録され（2011年度）、博物館の収蔵する文化財の学術的価値が
確認されたことは、本学の研究教育環境の充実度を端的に表象する事象として意義深い。
展望と課題
博物館は、学内で唯一の恒常的に学内外に公開された施設であり、教職員・在学生だけでなく、
広く地域、周辺の各級学校、校友、ご父母など、さまざまな対象にアプローチをもつ機関である。
博物館の充実は、学外に対して関西大学の教育研究環境の優れていることをアピールする「道具」
となり得る。
本学博物館では、地域に開かれた社会教育行事として「関西大学博物館なんでも相談会」（2014
年度よりキッズ・ミュージアムと改称）を実施している。小学校児童や中学校生徒の夏季学習や
総合学習に対する義務教育への支援活動の一環であるとともに、大学進学前の児童・生徒に関西
大学を知らしめる一大イベントとなっている。博物館学課程担当の教職員が協力して、児童・生
徒の夏季学習や総合学習に対する義務教育支援活動の一環として行われるものであり、本学博物
館の展示・収蔵資料を有効活用するとともに、大学の教育と調査研究の成果をわかりやすく社会
に還元することも目的としている。あわせて将来、博物館学芸員職・研究職に就くことを希望す
る博物館実習受講生のインターン・シップの役割も兼ねている。また、校友会や教育講演会の行
事においても、校友や保護者、在学生が博物館を見学し、広く大学の多様性と機能を確認し、帰
属意識を高める場所として役立っている。
2013年度には、文化庁が募集する地域と共動した美術館・歴史博物館創造活動支援事業として、
関西大学博物館が中心館となり、関西圏の大学博物館・資料館が集まって「かんさい・大学ミュ
ージアムネットワーク」を設立し、活動を開始した。また、北大阪にある公立・私立の博物館・
美術館、動植物園など50館園で組織された「北大阪ミュージアム・ネットワーク」でも、設立当
初から地域文化資源の整備・活用に積極的に取組んでいる。その他、オープンキャンパス開催時
における高校生の博物館見学受入など、積極的な活動を推進している。さらに中学校の総合学習
や高大連携事業の一環で、考古学・歴史学の学習に意欲を示す高校生への情報発信や大学進学の
ための導入教育の場として、見学や講義、講座など博物館施設が活用される機会が増え、また教
職員がそれに関与する機会も増えていることから、今後この分野での活動も重要性を増すと考え
られる。
博物館は大学当局の理解・支援を受けながら、限られた物的・人的資源を創意工夫・活用し、
その設立理念と目的を達成するべく努力している。直接的な研究教育活動ではないが、先にあげ
たような教育環境の整備と支援の価値は重要である。関西大学の学外に開かれた窓として、博物
館の機能を充実させていくことが必要不可欠である。
1996年、文部省学術審議会・学術情報資料分科会学術資料部会は、「ユニバーシティー・ミュ
ージアムの設置について（報告）」と題する答申を発表した。この答申では大学博物館は収蔵・
展示・研究の場であることはもとより、学術情報の発信・受信基地としての役割が重視されてお
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り、大学博物館には「社会に開かれた大学」の窓口の一つとして、研究成果の公開・展示を行う
とともに、学術研究と高等教育に資する資源として活発かつ有効的な活用が求められている。こ
れを受けて、国立大学では、この20年の間に博物館施設の新設が進んだ。大学設置基準に博物館
設置を必須でないこともあり、私立大学での設置数は足踏みしているが、関西大学は充実した大
学博物館の嚆矢であり、機能的にもっとも充実した存在であるとみなし得る。
今後博物館に不足し、充実する必要のある活動領域として、博物館独自の調査研究活動の充実
があげられる。「社会に開かれた大学」の窓口として、学内外に開かれた博物館の役割を充実さ
せていくには、博物館と学内関係者が協力して、研究と普及の活動を行うことが必要となる。あ
わせて、本学博物館を拠点に学芸員とともに調査研究を推進し、その成果を社会に発信する全学
的な研究員組織の整備も望まれる。現状でもかなりの成果を上げているとはいえ、調査研究のい
っそうの充実のため、研究員の制度的配置などについても議論が必要である。
2014年 4 月、事務組織の改編に伴い、簡文館の 1階にある年史編纂室が博物館事務室の所属と
なった。2006年に出版部出版課所属の年史編纂室が年史資料展示室を開設して以来、春には新入
生の導入教育の一環として見学の受け入れを博物館と共同で行ってきたという実績もあり、実態
に即した組織改編である。
年史編纂室が所管する委員会に年史編纂委員会があり、事務局は従来どおり年史編纂室が所管
することとなる。
今後、創立130周年を見据えた記念事業への取り組みが大きな課題となっており、博物館と年
史編纂室、年史資料展示室の一体的な活動の展開が求められる。
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1 　施設の概要
⑴　簡文館の概要
　ア　構　　造　　鉄骨・鉄筋コンクリート造陸屋根地下 1階付 4階建
　イ　建築面積　　2,190.12㎡
　ウ　延 面 積　　4.058.73㎡
　エ　登録有形文化財（建造物）
　　　 　「登録有形文化財（建造物）」として選定され、平成19年 7 月31日付けをもって、登録
番号第27‒0426号として文化財登録原簿に登録され、 8月13日付け官報号外第181号で告
示された。
　オ　平成23年度、簡文館建物のうち、昭和 3年・30年部分に対し耐震工事を行った。
⑵　博物館部分の床面積
　関西大学博物館施設の概要
名　称 各　床　面　積　　（㎡） 合計面積（㎡）
展　示　室 特別（第 1）展示室 262.00　　常設（第 2）展示室 350.00  612
収　蔵　庫
特別収蔵庫A101.00　　特収蔵庫B59.00
一般収蔵庫59.00　　　　前室その他215.35
 434.35
実　習　室 86.00   86
図　書　室 43.00   43
館　長　室 29.00   29
事　務　室 事務室85.00、パントリー8.00   93
そ　の　他
閲覧コーナー24.00、受付43.00、ホール9.00、WWC（ 3階）
18.00、バルコニー（ 2階）7.00、その他417.93
 518.93
総　面　積 1816.28
⑶　高松塚古墳壁画再現展示室の概要
　ア　構　　造　　鉄骨造ガラス板ぶき平屋建
　イ　建築面積　　33.64㎡
　ウ　延 面 積　　33.64㎡
⑷　施設の平面図（後掲）
2　組　織
⑴　博物館運営委員会
博物館運営委員（平成23年度～平成25年度）
    選出母体（所属）    　氏　名   任　期
 博物館長 文学部教授 髙橋　隆博 ～24.3.31
  文学部教授 藪田　　貫 24.4.1～役職在任中
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 学部選出委員 法学部教授 市川　訓敏 22.4.1～24.3.31・
    24.4.1～26.3.31
  文学部教授 中谷　伸生 22.4.1～24.3.31・
    24.4.1～26.3.31
  経済学部准教授 西村　雄志 23.4.1～24.3.31
  　 〃 　教授 佐藤　真人 24.4.1～26.3.31
  商学部教授 池島　正興 22.4.1～24.3.31・
    24.4.1～26.3.31
  社会学部准教授 村田麻里子 22.4.1～24.3.31
  　 〃 　准教授 古川　　誠 24.4.1～26.3.31
  政策創造学部教授 安武　真隆 23.4.1～24.3.31
    24.4.1～26.3.31
  外国語学部教授 石原　敏子 22.4.1～24.3.31・
    24.4.1～26.3.31
  人間健康学部助教 森田亜矢子 22.4.1～24.3.31
  　　 〃 　　教授 河端　隆志 24.4.1～26.3.31
  総合情報学部教授 吉田　宣章 22.10.1～24.3.31・
    24.4.1～26.3.31
  社会安全学部助教 金子　信也 23.4.1～24.3.31・
    24.4.1～26.3.31
  システム理工学部専任講師 緒方　正則 22.4.1～24.3.31・
    24.4.1～26.3.31
  環境都市工学部教授 藤田　勝也 22.4.1～24.3.31・
    24.4.1～26.3.31
  化学生命工学部教授 竹下　博之 22.4.1～24.3.31
  　　  〃  　　教授 池田　勝彦 24.4.1～26.3.31
 学識経験者 文学部特別契約教授 高橋　隆博 24.4.1～26.3.31
  文学部教授 大谷　　渡 22.4.1～24.3.31・
    24.4.1～26.3.31
  文学部教授 長谷　洋一 23.4.1～24.3.31・
    24.4.1～26.3.31
  文学部教授 森　　隆男 22.4.1～24.3.31・
    24.4.1～26.3.31
  文学部教授 藪田　　貫 22.4.1～24.3.31
  文学部教授 米田　文孝 22.4.1～24.3.31・
    24.4.1～26.3.31
  学術情報事務局長 水野　浩二 23.4.1～25.3.31
   篠塚　義弘 25.4.1～役職在任中
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  学術情報事務局次長
  （博物館事務長事務取扱） 熊　　博毅 役職在任中
⑵　博物館自己点検・評価委員会
博物館自己点検・評価委員（平成23年度～平成25年度）
 委員長 文学部教授 米田　文孝 22.4.1～24.3.31・
    24.4.1～26.3.31
 副委員長 文学部教授 長谷　洋一 23.4.1～24.3.31・
    24.4.1～26.3.31
  学術情報事務局次長
  （博物館事務長事務取扱） 熊　　博毅 役職在任中
  博物館事務室　学芸員 山口　卓也 22.4.1～24.3.31・
    24.4.1～26.3.31
  博物館事務室　学芸員 石立弥生子 22.4.1～24.3.31・
    24.4.1～26.3.31
⑶　博物館（○印は学芸員）
    平成23年度   平成24年度   平成25年度
館長   髙橋隆博 ○  藪田　　貫 ○  藪田　　貫
事務長   熊　博毅 ○  熊　　博毅 ○  熊　　博毅 ○
    山口卓也 ○  山口　卓也 ○  山口　卓也 ○
    石立弥生子 ○  石立弥生子 ○  石立弥生子 ○
    靍谷かおり   靍谷かおり   岡村千代美
    常行貞臣 ○
    速水裕子   速水　裕子   速水　裕子
定時職員  6 名    6 名    6 名
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3 　事　業
⑴　資料の収集・整理及び保管
ア　収蔵資料数
 2014.3.31現在
 形態
種別 実物 標本 模写 模型 図書 図表 写真 映像 音響 その他 合計
絵　　画 2 17 19
彫　　刻 6 6
工 芸 品 568 9
書籍・典籍
・文書
5,174 1 5,175
考古資料 21,072 135 1 8 4 21,220
民俗文化財 957 36 1 994
産業史資料 146 1,488 1,634
自然科学資料 353 353
その他 1,101 1 3 1,105
??
?
辞書等 1,002
図　録 3,997 9,348
紀　要 4,349
合　　計 29,020 353 17 187 9,348 1 12 0 1,488 4 40,431
（注） 1　一括資料を一点として計上したものを含む。
　　 2 　未整理資料は除く。
イ　指定文化財数
ア　重要文化財　　　　　16点（附 6点を含む）
石枕        1 点 伝奈良県天理市柳本
玦状耳飾      6 点 大阪府藤井寺市国府遺跡 丸玉    1 点 同　左
鉢形縄文土器    1 点 同　上         高坏型土器 1 点 同　左
籠型土器      1 点 同　上         銅鏃    5 点 同　左
（附）縄文土器残欠  6 点 同　上
イ　重要美術品　　　　　12点
銅鐸    4 点 大阪府四条畷市他  鶏形埴輪  　 1 点 愛媛県大洲市南久米
石人頭部  1 点 福岡県八女市吉田  石ゆき上半部　 1 点 同　上
銅製壺鐙  1 点 出土地不詳     平形銅剣  　 1 点 愛媛県新居浜市
鋳銭資料  一括 山口県豊浦郡長府  鹿角製刀装具　 2 点 福岡県糸島郡雷山古墳
ウ　登録有形文化財（美術工芸品部門の考古資料）18,945点
　平成23年 6 月27日、文化庁は「本山コレクション」（18,945点）を登録有形文化財（美
術工芸品部門の考古資料）に登録することを官報第114号に告示した。これによって、「本
山コレクション」のうち、考古資料のすべてが国の指定文化財、および登録有形文化財
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となった。今回の文化庁による登録は、美術工芸品（絵画・彫刻・工芸・書跡・古書・
考古・歴史）としては11例目であり、考古資料としては、「福井県陶磁器資料」（水野九
衛門コレクション）、「飛騨地域考古資料」（江馬修蒐集品）についで 3例目、大学博物
館蔵考古資料としては初めてである
ウ　収蔵資料の充実
　2011年度
資　　料　　名 種　別 数量 分類
本山彦一直筆上杉順次宛私信 文書・実物 2 寄贈
本山彦一直筆私信 文書・実物 1 寄贈
九頭神廃寺出土複弁雷紋縁軒丸瓦 考古・実物 1 寄贈
河内國平氏鍛造　日本刀　 1式 工芸・実物 1 寄贈
袴 民俗・実物 1 寄贈
羽織 民俗・実物 2 寄贈
着物 民俗・実物 2 寄贈
本山彦一氏肖像画 絵画・実物 1 寄贈
本山彦一直筆短冊等 文書・実物 3 寄贈
本山彦一直筆短冊等 文書・実物 3 寄贈
日本刀作刀資料 民俗・実物 18 寄贈
丹波焼　赤土部　壺 工芸・実物 1 購入
丹波焼　壺 工芸・実物 1 購入
丹波焼　猫掻文壺 工芸・実物 1 購入
備前焼　三耳壺 工芸・実物 1 購入
信楽焼　壺 工芸・実物 1 購入
常滑焼　壺 工芸・実物 1 購入
越前焼　おはぐろ壺 工芸・実物 1 購入
越前焼　小壺 工芸・実物 1 購入
備前焼　かぶら徳利 工芸・実物 1 購入
常滑焼　小壺 工芸・実物 1 購入
古端渓硯　大史硯 工芸・実物 1 寄贈
古端渓硯　瓦硯 工芸・実物 1 寄贈
古端渓硯　緑硯 工芸・実物 1 寄贈
古端渓硯　大平有象硯 工芸・実物 1 寄贈
古端渓硯　平硯　 工芸・実物 1 寄贈
中国古墨三点（人形墨等々） 工芸・実物 1 寄贈
中国古墨三点（人形墨等々） 工芸・実物 1 寄贈
中国古墨三点（人形墨等々） 工芸・実物 1 寄贈
藤白墨　紀州徳川家御用墨 工芸・実物 1 寄贈
清朝大古墨 工芸・実物 1 寄贈
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奈良古梅園製 工芸・実物 1 寄贈
清朝龍香剤古墨一対 工芸・実物 1 寄贈
筆筒　ダルマ図刻筆筒 工芸・実物 1 寄贈
筆洗　桃形銅製筆洗 工芸・実物 1 寄贈
墨床　七宝墨床 工芸・実物 1 寄贈
水滴　スイウ 工芸・実物 1 寄贈
古端渓　龍水硯 工芸・実物 1 寄贈
伊賀せんべ壺 工芸・実物 1 購入
伊万里錦手唐獅子牡丹文稜花鉢 工芸・実物 1 購入
合　　計 64
2012年度
資　　料　　名 種　別 数量 分類
短剣・脇差 2本 工芸・実物 2 寄贈
伊予松山藩松山城下図・松山藩江戸上屋敷図 文書・実物 2 寄贈
脇差 工芸・実物 1 寄贈
直心影流　兵法　目録、添状・兵法傳記・諸書留（慶応二年
八月吉日）
長州並備中乱妨書取書（慶応二年五月）・直心影流霊剣・家
例年中行事
根岸直蔵辞令・贈位願書（秋田県知事宛）・聖主得賢臣頌
佐竹史料館所蔵文書写（コピー）
文書・実物 10 寄贈
万葉集書作品　伊万里壺　唐津碗　水指 2点
文書・実物
工芸・実物
28 寄贈
荷鞍 1点　千成瓢箪 3点 工芸・実物 4 寄贈
ご祖父　永澤小兵衛氏遺品
兵庫県氷上郡古墳分布図、説明文、同封ハガキ 2枚、鳩居堂
包紙、御宝物図絵（南都法隆寺）、宮城県温泉小誌、宮城県
鉱泉志（永澤小兵衛著）、雪斎画帖、蒙隷十體千字文、伊丹
の里第17号（伊丹高女）
文書・実物 11 寄贈
「赫
かく
天
てんもく
目　別
わけ
雷
いかずち
　大
おおばち
鉢」 2
2てん
点
「天
てんくう
空　大
おおばち
鉢」 1
1てん
点
「松
しょうじゅ
樹天
てんもく
目　花
はないれ
入」 1
1てん
点
「天
てんもく
目　蒼
そうくう
空　茶
ちゃわん
碗」 1
1てん
点
民俗・実物 5 寄贈
日本近代紙幣類及び各地民芸品資料 文書・実物 58 寄贈
中国・モンゴル地方民族資料
編笠 6点、帽子 9点、布鞄 7点、民族衣装18点、馬具 9点、
その他装飾品等
民俗・実物 91 寄贈
李朝初期白磁壺 工芸・実物 1 購入
李朝初期白磁茶碗 工芸・実物 1 購入
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李朝初期白磁徳利 工芸・実物 1 購入
絵高麗梅瓶 工芸・実物 1 購入
伊万里赤絵徳利 工芸・実物 1 購入
李朝染付栗文皿 工芸・実物 1 購入
李朝染付祭文字台鉢 工芸・実物 1 購入
高麗青磁魚文陽刻鉢 工芸・実物 1 購入
江戸ガラス紫色徳利 工芸・実物 1 購入
江戸ガラス型吹き菊形大鉢 工芸・実物 1 購入
江戸ガラス型吹き梅型鉢 工芸・実物 1 購入
2013年度
資　　料　　名 種　別 数量 分類
末永雅雄先生遺愛机　 1点
日本民俗資料（扇子・団扇、手焙り、破魔矢、枕、ご神木、升、
ナイフ、他）
文書・実物
工芸
40件
47点
寄贈
青花雲龍文皿　明代　中国 工芸・実物 1 寄贈
青磁雲鶴文碗高麗前期　朝鮮 工芸・実物 1 寄贈
伊予松山藩　明教館惣繪圖 工芸・実物 1 寄贈
日本刀 3振り（備前守橘康廣　大小刀揃、摺上無銘大刀）
美術模造刀剣 3振り（大小刀揃、太刀）
工芸・実物 6 寄贈
皇陵御印輯 工芸・実没 1 寄贈
『書源』藤原鶴来編　二玄社　1970年
中田勇次郎『中國書論集』二玄社　1970年
中田勇次郎『王義之を中心とする法帖の研究』
二玄社1970年
図書 3 寄贈
ガラス氷コップ赤 工芸・実物 2 購入
ガラスコップ赤・青 工芸・実物 2 購入
仏具：鈴（りん：䦳
きんす
子とも）
台、布団、撥　一具計 4点
工芸・実物 1式 寄贈
二十二印譜 文書・実物
ガラス盃洗　赤 工芸・実物 1 購入
ガラス鉢　赤 工芸・実物 1 購入
浮世絵七福神房種作（ 1式 3枚） 工芸・実物 1 購入
初期伊万里吹墨鷺文皿 工芸・実物 1 購入
湖東焼染付水注 工芸・実物 1 購入
九谷様式大皿鳥文 工芸・実物 1 購入
九谷様式大徳利雪輪文 工芸・実物 1 購入
藍ぼかし脚付ガラス盃 工芸・実物 1 購入
高麗青磁茶碗 工芸・実物 1 購入
ガラス氷入あやめ文赤 工芸・実物 1 購入
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エ　資料の寄託・貸借
ペルー土器一式    29 使用貸借 2016.02.01まで
近世・近代貨幣等 1,249 使用貸借 2015.06.19まで
石器図・牽牛子塚古墳出土夾紵棺破片 6点     7 使用貸借 2018.07.15まで
⑵　資料等の展示及び公開
ア　展示資料数（常設展示のみ）
　第 1展示室（縄文・弥生・古墳時代資料）　572点（一括資料は 1点として計上）
イ　開館日数・入館者数
月
平成23（2011）※1 平成24（2012） 平成25（2013）※2
開館日数 開館日数 開館日数 入館者数 会館日数 入館者数
4  26 1,720  26 2,115  26 1,272
5  24 1,700  25 1,933  25 1,688
6  27   592  26   983  27 1,690
7   4   253  25  3156  23 1,885
8   0     0   7 2,420   0     0
9   1    20  17   687   0     0
10  18   562  26   812   0     0
11  25 1,467  25   987   6   484
12  19   286  19 1,760   0     0
1   2    40  19   119   0     0
2  9   193  16   119   0     0
3  25   663  23    493   0     0
計 180 7,496 254 12,822 107 7,019
※ 1　 平成23年度は、 7月 1日から10月11日まで簡文館（博物館施設）の耐震補強工事のため、また 1月 6日から 2月19日までは内
装工事のため休館した
※ 2　平成25年度は、 8月から年度末まで、展示室入れ替え、展示ケース新設のため休館した
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⑶　調査研究活動ならびにその発表と出版
ア　刊行物
　2011年度
書名・紙名 号　　数 発行日
阡陵
第63号 2011.09.30
第64号 2012.03.31
博物館紀要 第18号 2012.03.31
企画展図録
関西大学博物館蔵　本山コレクションの由来
─ 2011.04.01
　2012年度
書名・紙名 号　数 発行日
関西大学年史紀要 第22号 2013.03.31
阡陵
第65号 2012.09.30
第66号 2013.03.31
博物館紀要 第19号 2013.03.31
企画展図録
「東洋のやきもの―日本・朝鮮・中国―」「南部靖之氏
寄贈古硯と古墨」
─ 2012.04.01
高松塚古墳発掘40周年　万葉書作家 鈴木葩光 作家60
周年記念特別展図録「飛鳥ととともに」
─ 2012.09.10
　2011年度
書名・紙名 号　数 発行日
阡陵
第67号 2013.09.30
第68号 2014.03.31
博物館紀要 第20号 2014.03.31
企画展図録
「名刀にかける　刀匠　河内國平作刀展」
─ 2013.06.03
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⑷　講演会、講習会、研究会及び展示会の開催
ア　「関西大学ミュージアム講座」の開催
 主催：関西大学博物館大阪都市遺産研究センター、地域連携センター
開催日 テ　　ー　　マ 講　　師
参加
者数
会　場
2011.10.17
?????????吹田の文化遺産
―歴史を中心に―
関西大学
非常勤講師
櫻木　潤
84
大阪都市遺産
研究センター
セミナー室
2011.10.24
吹田の文化遺産
―建物を中心に―
環境都市工学部
教授
橋寺　知子
84
2011.10.31
吹田の文化遺産
―祭りを中心に―
文学部教授
黒田　一充
76
2012.10.17
?????????
文化遺産を味わう
―繪巻―
ケルン大学
名誉教授
フランチェスカ・エームケ
90
大阪都市遺産
研究センター
セミナー室
2012.10.24
文化遺産を味わう
―やきもの―
文学部教授
高橋　隆博
90
2012.10.31
文化遺産を味わう
―神像―
文学部教授
長谷　洋一
90
2013.10.23 ?????????
日本の写真コレクション
―南木芳太郎と
「郷土研究　上方」―
大阪城天守閣
研究副主管
宮本祐次
59
大阪都市遺産
研究センター
セミナー室
2013.10.30
日本の写真コレクション
―三村幸一と日本の祭り―
文学部教授
黒田　一充
59
2013.11.06
日本の写真コレクション
―横山松三郎から小川一真へ
　日本の文化財写真の系譜―
東京国立博物館
学芸研究部
保存修復室長
冨坂　賢
59
イ　「なんでも相談会」の開催
 後援：吹田市・吹田市教育委員会
年度 開催日 開催時間 開催イベント 参加者数
2011 ― ― 耐震補強工事のため実施せず ―
2012 08.06・08.07 10：00～16：00 なんでも相談会 1,148
2013 07.23・07.28 10：00～16：00 なんでも相談会   953
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ウ　企画展の開催
年度 タイトル 会期 入館者数
2011
春季企画展「登録有形文化財登録記念　関西大学博物館蔵
　本山コレクションの由来」
04.01～06.30 4,012
冬季企画展「高松塚古墳壁画発見40周年記念小展示会」 02.20～03.21   640
2012
春季企画展「東洋のやきもの」「南部靖之氏寄贈　古硯と
古墨」
04.01～06.30 5,031
夏季企画展「高松塚古墳発掘40周年　万葉書作家　鈴木葩
光　書家60周年　記念特別展」
09.10～09.29   677
2013
春季企画展「大正癸丑蘭亭会百周年記念─近代日本にお
ける翰墨の盛典─」
04.01～05.19 2,773
夏季企画展「名刀にかける　刀匠　河内国平作刀展」 06.03～07.20 2,597
エ　講演会の開催
開催日 内容 参加者数 会　場
2011.04.03
博物館学受講の思い出─学芸員生活での利点─
 菅谷文則（橿原考古学研究所所長）
97
大阪都市遺産
セミナー室
2011.05.14
関西大学博物館のクロニクル
　─江戸・明治・大正、そして未来へ─
 徳田誠志（宮内庁書陵部首席研究官）
82
大阪都市遺産
セミナー室
2011.12.16 日本刀に学ぶ 河内國平（刀匠） 73
大阪都市遺産
セミナー室
2012.6.23
平成24年度全国大学博物館学講座協議会全国大会
⑴　 「文化財レスキューと大学博物館の果たすべき
役割」
 京都国立博物館副館長　栗原祐司
⑵　「明治初期の文化財をめぐる動向」
 文学部教授　髙橋隆博
⑶　フォーラム「大阪の公立博物館の現状」
 大阪歴史博物館運営課長　文珠省三
 大阪府文化財センター主査　合田幸美
 座長　文学部教授　米田文孝
137 千里ホール
2013.06.30
企画展関連 トークセッション①
「阿川佐和子の 今、河内國平に会いたい！」
 作家・エッセイスト 阿川佐和子×刀匠 河内國平
578 千里ホール
2013.07.13
企画展関連トークセッション②
「刀の世界に魅せられて」
 漫画家 日笠　優×刀匠 河内國平
109
マルチメディ
アAV大教室
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⑸　その他の事業
ア　資料の利用状況
ア　平成23.24.25年度資料貸出状況
　2011年度
貸出日 貸出先機関名 貸出物品名 点数
??
使用目的・展示会名
2011.
04.22
㈱アイ・フォス
ター
鞍金具 1
????iTunes Uコンテンツ 朴天
秀氏講義（2010.11.5 於 
明治大学国際学術研究会）
2011.
06.06
NHK奈良放送
局
大阪府藤井寺市　伝津堂城
山古墳出土「鏡片」
2
????
2011.
06.10
奈良新聞社編集
部
大阪府藤井寺市　伝津堂城
山古墳出土「鏡片」 3片
1
????
2011.
06.10
㈶千葉県教育振
興財団
伝天理市柳本町渋谷出土石
枕
1
??
????
出土遺物巡回展『房総
発掘ものがたり』
2011.
07.08
〜
09.30
大阪府立弥生文
化博物館
四条畷 1号銅鐸
四条畷 2号銅鐸
出土地不詳　銅鐸
1
1
1
????
夏季特別展「豊穣をも
たらす響き　銅鐸」
2011.
07.20
〜
11.19
大阪府立近つ飛
鳥博物館
大阪府藤井寺市　津堂城山
古墳出土「斜縁二神四獣鏡
片」
2
????????
秋季特別展
2011.
12.06
大塚オーミ陶業
㈱
高松塚古墳壁画再現展示室 1
????
大塚オーミ陶業㈱の実
績及び製品紹介
2012.
01.13
南丹市八木町史
編さん委員会
挂甲復元品 1
????『図説　丹波八木の歴史
　第 1巻　考古・地理・
文化財編』
2012.
01.18
〜
03.17
徳島県立鳥居龍
蔵記念博物館
打製石斧（森氏蒐集）
磨製石斧（円山貝塚）
磨製石鏃（円山貝塚）
土器破片（円山貝塚）
パイワン族建具
12
6
5
1
1
????????
企画展「鳥居龍蔵の見
た台湾」
2012.
01.18
〜
03.31
奈良県立橿原考
古学研究所
鉄三角板革綴衝角付冑・短
甲・装具（復元）
眉庇付冑・挂甲・装具（復元）
横矧板鋲留短甲（復元）
甲冑部分　敷目礼（復元）
円照寺墓山第 1号古墳出土
甲冑部分　大形鉄札（復元）
円照寺墓山出土　甲冑部分
（復元）
紀伊椒出土　甲冑部分（復元）
1式
1式
1式
1式
1式
1式
1式
????????奈良県立橿原考古学研
究所附属博物館特別陳
列『末永雅雄─末永考
古学の軌跡─』
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関東出土　甲冑部分（復元）
安土瓢箪山古墳出土　甲冑部
分　短甲後胴押付板（復元）
甲冑部分（復元）箱入り一括
甲冑部分　朝鮮甲（復元）
1式
1式
1式
1式
2012.
01.15
〜
03.31
奈良県立橿原考
古学研究所
河内國平先生製「贈恩師末
永雅雄先生刀」
 （奈良県19515）
1
????
2012.
01.19
熊谷市立熊谷図
書館
上中条出土　埴輪 4
????
図録「熊谷の発掘出土
品」
2012.
02.15
有田市郷土資料
館
裲襠式挂甲（復原） 2
????『椒古墳発掘調査概報』
（平成24年 3 月末発行予
定）
合計利用件数　　　　　13件 合計利用資料数　　　　55点
　2012年度
貸出日 貸出先機関名 貸出物品名 点数
??
使用目的・展示会名
2012.
07.02
〜
09.28
島根県立八雲立
つ風土記の丘
遮光器土偶
土偶上伴（後期）
遮光器土偶破片
遮光器土偶
1
1
1
1
????????
企画展「炎の力土器か
ら陶器へ～民芸の源流
に迫る～」
2012.
09.24
〜
12.07
奈良県立橿原考
古学研究所附属
博物館
新羅土器（骨壺・蓋） 1 組 1
????????
秋季特別展「『日本国』
の誕生～古事記ができ
たころ～」
2012.
09.11 ㈱新泉社
国府遺跡出土　北白川下層
式土器
1
????
『縄文土器ガイドブッ
ク』
2012.
09.19
〜
12.14
八尾市立歴史民
俗資料館
八尾市高安出土打製石器
八尾市高安出土石器
鍬形石（木村蒹葭堂資料）
1
4
1
????????
特別展「八尾の考古学
─先人たちの軌跡をた
どる─」
2012.
09.21
㈱芸術新聞社
『墨』編集部
伝橘逸勢「興福寺南円堂銅
燈台銘」拓本
1
????
『墨』2012年11・12月号
2012.
12.05
公益社団法人日
本建築士会連合
会
関西大学博物館写真
建築物のデータ
3
1
??
????
会誌『建築士』2013年
1 月号
2012.
12.12
㈱ベネッセコー
ポレーション
縄文鉢形土器（北白川式下
層鉢形土器）
1
????『平成25年度進研ゼミ小
学生講座　チャレンジ
6年生 4月号』
2013.
02.08
読売新聞金沢支
局
帯金式甲冑（復元） 1
????読売新聞の石川版、富
山版、福井版（H25.2.13
掲載）
― 29 ―
2013.
02.20
藤井寺市教育委
員会
小山古墳（津堂城山古墳）
出土鏡
3
????
『津堂城山古墳』藤井寺
市文化財報告第34集
2013.
02.26 ㈱童心社
「国府遺跡」の写真（「第 3
次 4号人骨」と「第 4次 3
号人骨」のけつ状耳飾り、
その出土状況の写真）
1式
????『遺跡から調べよう！』
（仮題）①旧石器・縄文
（著者　設楽博己）
2013.
03.04
関西大学大正癸
丑蘭亭会百周年
記念事業実行委
員会
犬養毅旧蔵竹䐎硯 1
????????博物館特別展「大正癸
丑蘭亭会百周年記念―
近代日本における翰墨
の盛典―」
2013.
03.29
朝日新聞出版分
冊百科編集部
末永雅雄先生復元古墳時代
甲冑
1
????
週刊朝日百科「新発見！
日本の歴史」第 9号
（2013年 8 月20日発行予
定）
合計利用件数　　　　　12件 合計利用資料数　　　　25点
　2013年度
貸出日 貸出先機関名 貸出物品名 点数
??
使用目的・展示会名
2013.
04.01
〜
07.08
兵庫県立考古博
物館
天理市渋谷出土石枕（重要
文化財）
1
????????
特別展「播磨国風土記」
2013.
04.09
〜
07.19
大阪府立近つ飛
鳥博物館
大阪府立近つ飛鳥博物館
佐紀陵山古墳
蓋形埴輪（復元） 1 点
鍋塚古墳出土石製刀子 7 点
石釧 　 2 点
鏡 　 1 点
11
????
春季企画展「百舌鳥・
古市古墳群出現前夜」
2013.
04.17
〜
06.19
徳島県立博物館
大塩家墓碑（政之丞建立）
拓本 　 2 点
塩田鶴亀助夫妻墓碑拓本
 　 3 点
大塩家墓碑（平八郎建立）
拓本 　 3 点
篠崎小竹墓碑銘拓本　 3点
11
????????
企画展「天下の台所大
坂と徳島─江戸時代の
交流史─」
2013.
05.20
〜
07.31
奈良県立美術館
北村昭斎作　黒漆塗玳瑁螺
鈿合子
1
????????
特別展「正倉院宝物と
近代奈良の工芸─模造
と創作140年の歩み─」
2013.
09.08
〜
12.27
島根県立古代出
雲歴史博物館
獺沢貝塚出土　石鏃貫入猪
頭骨 1 点
福田貝塚出土　土偶 1 点
出土地不詳　独鈷石 1 点
出土地不詳　御物石器 1 点
4
????????
企画展「山陰の黎明　
縄文のムラと暮らし」
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2013.
10.21
〜
12.20
尼崎市立田能資
料館
国府遺跡出土
　玦状耳飾（複製） 　 2 点
同玦状耳飾装着頭骨出土
状況石膏模型（複製） 1 点
国府遺跡発掘写真等　11点
14
????????
特別展「縄文・弥生時
代の装い」
2013.
11.08
関西大学泊園記
念会
泊園文庫印章 8
????阪神奈大学・研究機関
生涯学習ネット「公開
講座フェスタ2013」
2013.
11.12
㈱ベネッセコー
ポレーション
縄文鉢形土器（北白川下層
式）
1
????
平成26年度　進研ゼミ
小学講座「チャレンジ
6年生 4月号」平成26
年 4 月 1 日発行
2013.
12.13
〜
2014.
03.31
島根県立古代出
雲歴史博物館
隠岐出土須恵器 　 7 点
同　　　須恵器 　 2 点
同　　　　玉類 　12点
同　　　黒曜石 　一箱
22
????
特別展「隠岐之国」
2014.
01.30
河内長野市教育
委員会
国府遺跡出土　玦状耳飾 2
????
シリーズ河内長野の遺
跡 8「三日市遺跡・宮
山遺跡・三日市北遺跡
～縄文時代の河内長野
～」平成26年 3 月発行
2014.
02.03
〜
03.30
鳥取県立博物館 菅楯彦作「職業婦人繪巻」 1
????
「没後50年 菅楯彦展」
2014.
03.19 ㈱ナイスク
佐紀陵山古墳出土　蓋形埴
輪（復元）
1
????山と渓谷社「まりこふ
んの古墳ブック」平成
26年 4 月23日発行
合計利用件数　　12　件 合計利用資料数　　77　点
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イ　 平成23・24・25年度資料利用状況
　2011年度
利用日 利　用　者 利 用 物 品 名 利用内容 利用目的
2011.
06.15
大阪市立大学文学研究科
　准教授
富田林市伝鍋塚古墳出土画文
帯神獣鏡 1
藤井寺市津堂城山出土銅鏡片
写真撮影 研究報告
2011.
07.08
宮崎県立西都原考古博物
館　主査
本山彦一蒐集資料
（MY‒S1071～MY‒S1082, 
MY‒U4087, MY‒U4097）
閲覧 資料調査
2011.
12.10
埼玉県川口市立文化財セ
ンター職員
蕨手刀（本山コレクション） 実見 資料調査
2011.
12.16
愛媛県松野町教育委員会
教育課文化振興グループ
　職員
愛媛県新居浜市萩生出土　平
形銅剣
実見・実測
写真撮影
資料調査
2012.
01.25
羽曳野市教育委員会　職
員
岩橋千塚出土　盾形埴輪
実見・実測
写真撮影
資料調査
　2012年度
利用日 利　用　者 利 用 物 品 名 利用内容 利用目的
2012.
10.13
㈱吉田生物研究所 甲冑復元資料 閲覧 資料調査
2012.
10.30
文学部教授
『松陰本山彦一翁』『松陰本山
彦一翁遺稿』
閲覧 資料調査
2012.
10.30
文学部教授 『御寶物圖彗繪　南都法隆寺』 閲覧 資料調査
2013.
02.14
同志社大学　学生 末永雅雄先生復元甲冑 実見 卒業論文
2013.
02.14
関西大学　大学院生 末永雅雄先生復元甲冑 実見 資料調査
2013.
02.22
京都乙訓ふるさと歴史研
究会会員
末永雅雄先生復元甲冑 実見・観察 資料調査
2013.
03.16
島根県古代文化センター
　主任研究員
島根県隠岐島出土の資料
実見
写真撮影
特別展にかか
る資料調査
　2013年度
利用日 利　用　者 利 用 物 品 名 利用内容 利用目的
2013.
05.08
大阪府立中央図書館
登録有形文化財（建造物）登
録　関西大学博物館（簡文
館）建物
写真撮影
「歴史街道で
めぐる大阪の
魅力再発見」
での展示
2013.
07.20
日本考古学協会　会員
末永雅雄先生復元古墳時代甲
冑資料
実見
写真撮影
資料調査
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2014.
01.27
辰馬考古資料館　学芸員
本山資料　長門鋳銭司址出土
　和同開珎銭笵
実見・写真
撮影・実測
資料調査
2014.
01.30
〜
01.31
福島県立博物館　学芸員
本山資料　福島県各地出土資
料 9件53点
実見・写真
撮影・実測
福島県会津坂
下町史編纂
イ　博物館実習の受け入れ
ア　博物館実習履修生の受入数
年　度 学　部 4年次 3年次 計 大学院
科目等
履修生
学芸員
コース
合 計
（名）
2011
文  8 47 55
4 2 0 71その他  5  5 10
合計 13 52 65
2012
文  3 41 44
1 0 0 55その他  2  8 10
合計  5 49 54
2013
文  2 37 39
1 2 0 49その他  2  5  7
合計  4 42 46
イ　博物館実習展の開催
年　度 期　間 テ　ー　マ 入館者数
2011 11.13～11.18
「扇」「三味線」「和傘」「『無』電化」「ゆるキャラ」
「すごろく」
903
2012 11.11～11.16「制服」「書く」「絵本」「鬼」「陵墓」「すごろく」 359
2013 11.10～11.15
「刺しゅう」「茶器」「切手から覗く日本」
「子どものおもちゃ」「いつまでも健康に」「お風呂屋さん」
484
ウ　地域連携事業・大学ミュージアム連携事業
　平成19年度から北大阪にある50館・園の美術館・博物館・動物園などで「北大阪ミュー
ジアム・ネットワークを結成し、さまざまな事業を行っている。
　平成25年度より関西圏の大学ミュージアムが「かんさい・大学ミュージアム連携」を結
成して、さまざまな行事を行っている。
